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Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
８
を
振
り
返
っ
て
い
か
が
で
す
か
。

大
使　

ア
フ
リ
カ
の
四
八
ヵ
国
か
ら
二
〇
名
の
首
脳
級
が
参
加
し

た
の
に
加
え
て
、
国
連
や
国
連
開
発
計
画
、
世
界
銀
行
な
ど
の
国

際
機
関
、
お
よ
び
民
間
企
業
、
市
民
社
会
の
代
表
者
ら
も
参
加
し
、

一
二
〇
名
を
超
え
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
取
材
に
訪
れ
ま
し
た
。
幸

い
な
こ
と
に
、
我
が
国
の
も
て
な
し
や
会
議
運
営
に
関
し
て
、
日
本

を
は
じ
め
と
す
る
各
国
か
ら
称
賛
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
開
催
国
と

し
て
の
務
め
を
十
分
に
果
た
せ
た
こ
と
を
、嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
８
は
、
法
の
支
配
や
民
主
主
義
、
持
続
可
能
性
に
基

づ
く
新
た
な
開
発
ア
プ
ロ
ー
チ
を
描
き
出
し
た
と
い
う
点
で
、
ア
フ

リ
カ
に
と
っ
て
画
期
的
な
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。
若
い
世
代
を

中
心
と
し
た
「
人
へ
の
投
資
」
が
重
視
さ
れ
、
強
靭
性
を
持
っ
た
ア

フ
リ
カ
の
実
現
が
目
指
さ
れ
た
の
で
す
。
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
８
は
、
三
角

協
力
（
途
上
国
が
他
の
途
上
国
に
対
し
て
行
う
南
南
協
力
を
、
先
進

国
や
国
際
機
関
が
支
援
す
る
こ
と
）の
好
例
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

—
—

ア
フ
リ
カ
へ
の
日
本
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
見

駐
日
チ
ュ
ニ
ジ
ア
共
和
国
大
使

モ
ハ
メ
ッ
ド
・
エ
ル
ー
ミ

七
三
号
に
掲
載
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
後
の

八
月
二
七
〜
二
八
日
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
第
８
回

ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
８
）
が
開
催
さ
れ
た
。

会
議
の
成
果
や
日
・
ア
フ
リ
カ
関
係
の
展
望
に
つ
い
て
、

エ
ル
ー
ミ
大
使
に
話
を
聞
い
た
。
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開
催
国
チ
ュ
ニ
ジ
ア　
実
り
多
き
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
８

駐
日
大
使
は
語
る

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
構
成
】
小
南
有
紀

TICAD8 に先立って行われたカイス・サイード大統
領と岸田文雄首相のテレビ会談（内閣広報室）
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て
お
ら
れ
ま
す
か
。

大
使　

岸
田
文
雄
首
相
は
開
会
式
の
場
で
、
今
後
三
年
間
で
官
民
合

わ
せ
て
総
額
三
〇
〇
億
ド
ル
を
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
支
援
の
た
め
に
提

供
す
る
こ
と
を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
支
援
は
、グ
リ
ー
ン
成
長
、

保
健
、
教
育
、
農
業
な
ど
の
幅
広
い
分
野
に
ま
た
が
る
も
の
で
す
。

 

「
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
８
チ
ュ
ニ
ス
宣
言
」
で
は
、
包
括
的
か
つ
持
続
可
能

な
開
発
を
達
成
す
る
べ
く
、
投
資
の
促
進
、
日
本
企
業
と
ア
フ
リ
カ

企
業
と
の
連
携
や
技
術
移
転
を
通
じ
た
民
間
セ
ク
タ
ー
の
イ
ノ
べ
ー

シ
ョ
ン
促
進
、
産
業
人
材
の
育
成
強
化
の
た
め
の
日
・
ア
フ
リ
カ
間

の
連
携
の
重
要
性
が
再
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ア
フ
リ
カ
に
対
す
る
日

本
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
、
明
確
に
示
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
８
に
は
、
日
本
の
民
間
セ
ク
タ
ー
か
ら
も
多

く
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
議
の
期
間
中
、
日
本
、

チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
各
国
か
ら
総
勢
三
〇
〇
名
以
上
の
ビ
ジ
ネ

ス
関
係
者
が
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
な
ど
に
出
席
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
日
・
ア
フ
リ
カ
間
の
連
携
を
強
化
し
て
い
こ
う
と
い
う
、

ビ
ジ
ネ
ス
界
の
強
い
意
志
の
表
れ
だ
と
い
え
ま
す
。

—
—

今
後
の
日
・
チ
ュ
ニ
ジ
ア
関
係
へ
の
期
待
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

大
使　

一
九
五
六
年
の
チ
ュ
ニ
ジ
ア
独
立
以
来
、
我
が
国
と
日
本
は

緊
密
な
協
力
関
係
に
あ
り
、
類
い
ま
れ
か
つ
揺
る
ぎ
な
い
絆
で
結
ば

れ
て
い
ま
す
。
八
月
二
六
日
に
行
わ
れ
た
日
・
チ
ュ
ニ
ジ
ア
首
脳
会

談
で
、
カ
イ
ス
・
サ
イ
ー
ド
大
統
領
は
両
国
の
協
力
関
係
を
い
っ
そ

う
高
い
レ
ベ
ル
の
も
の
へ
と
引
き
上
げ
る
意
欲
を
表
し
、
日
本
か
ら

チ
ュ
ニ
ジ
ア
へ
の
投
資
が
増
え
る
こ
と
に
期
待
を
示
し
ま
し
た
。
会

談
後
に
「
持
続
可
能
な
開
発
、
平
和
そ
し
て
繁
栄
に
向
け
た
新
た
な

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
と
題
す
る
共
同
声
明
が
発
出
さ
れ
、
両
首
脳

は
民
主
主
義
、
人
権
お
よ
び
法
の
支
配
と
い
っ
た
基
本
的
な
価
値
に

対
す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

首
相
特
使
と
し
て
チ
ュ
ニ
ジ
ア
を
訪
問
さ
れ
た
林
芳
正
外
務
大
臣

と
オ
ス
マ
ン
・
ジ
ェ
ラ
ン
デ
ィ
外
務
・
移
民
・
在
外
チ
ュ
ニ
ジ
ア
人

大
臣
の
間
で
も
、大
変
有
意
義
な
会
談
が
行
わ
れ
、「
技
術
協
力
協
定
」

と
「
二
国
間
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
に
関
す
る
協
力
覚
書
」
が
署
名
さ
れ

ま
し
た
。
両
国
の
協
力
が
具
体
的
な
形
で
進
展
し
て
い
ま
す
。

　

岸
田
首
相
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
ア
フ
リ
カ
市
場
で
チ
ュ
ニ

ジ
ア
と
日
本
の
企
業
は
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
関
係
を
築
け
る
と
思
い
ま

す
。
チ
ュ
ニ
ジ
ア
は
地
中
海
に
面
す
る
位
置
に
あ
り
、
若
者
に
よ
る

起
業
が
活
発
な
国
で
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
に
必
要
な
ア
セ
ッ
ト
も
全
て
そ

ろ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
日
本
企
業
に
と
っ
て
、
我
が
国
は
こ

の
地
域
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
「
ハ
ブ
」
に
な
る
は
ず
で
す
。
日
・

チ
ュ
ニ
ジ
ア
関
係
の
将
来
は
明
る
く
、
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
８
は
そ
の
大
き

な
一
歩
と
な
っ
た
の
で
す
。
●




